
「笑品」 2025,12.17

蓮田市の シュガー (佐藤重剛)

鮮 卜 尋 をヽ 長 炸 作 歌 爾
――輝 本民謡一

秋轟音緊   P17  蕪が降ったも唐傘などいらな  小野小覇
sヽ,|

会津磐梯彙  P32  お|ま ら庄助さん何で身上つ懸した 朝寝 朝藩 馨:湯・

着室甚句   P47  ナジョが見つをすて寄りなれと言うたども

オコサ筆   霧08  チャボ鶏未だ夜まま明:すぬヨ 明‡すりゃお寺の鐘が

本彎節 155  夏 で も 1寒い    一 麟 動
。轟 精 θ嚇腐―

串本節 1特   ここは串本、向しヽまま大島 仲を取り持つ;il長子さん 儘 航鹸)

米ぶ し 434  分析すれば恣8度の手がかかる 草覆 ふめば小割の跡

さんさしぐれ 205  キジの鍵鶏チヨチ菫と ‐鶴≧亀とが舞い遊ぶ

白浜音頭   223  大島呼べまざ 島リ アンコが鐘て霧く

ソーラン節  
『

1  鰊来たかとカモメ:こ聞 :すば 渡‡こ聞 :す

丹後の官津  279  二度と行くまい丹後の富津 島め財布が空‡こなる

炭筑籐 238  みんまり煙突が高いので お月さん煙たかろう

ソバ蒔しヽてアフましヽてキビまいて ソバ違ってアフなきゃキビ悪いナット節   389

人丈ショメ節 3鉾

紅花摘唄   403

三崎甚句   439

搾で見たときゃ鬼島と見たが 来て見りゃなさ|す島

千歳曲から紅花の種まいたよ それで曲形花だら|す
鐵

三崎港 ]癬呻撃‡まいらぬ 三味や太鼓で諭つなぐ
め
　
，
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